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本日の内容
宮本先生の指導を復習

　 Ａ (237～330小節）p.9～18
　 Ｂ (411～654小節）p.21～35
　 Ｃ (655～762小節）p.35～47
○ Ｄ (795～920小節）p.50～63
12月17日まであと105日

前回の状況 会員数 出席数 出席率 自己採点本日の内容
宮本先生の指導を復習

　 Ａ (237～330小節）p.9～18
　 Ｂ (411～654小節）p.21～35
　 Ｃ (655～762小節）p.35～47
○ Ｄ (795～920小節）p.50～63
12月17日まであと105日

♦ ソプラノ 37 人 26 人 70.0% 60.4 点
本日の内容
宮本先生の指導を復習

　 Ａ (237～330小節）p.9～18
　 Ｂ (411～654小節）p.21～35
　 Ｃ (655～762小節）p.35～47
○ Ｄ (795～920小節）p.50～63
12月17日まであと105日

♥ アルト 64 人 44 人 68.8% 68.3 点

本日の内容
宮本先生の指導を復習

　 Ａ (237～330小節）p.9～18
　 Ｂ (411～654小節）p.21～35
　 Ｃ (655～762小節）p.35～47
○ Ｄ (795～920小節）p.50～63
12月17日まであと105日

♣ テノール 27 人 20 人 74.1% 69.6 点

本日の内容
宮本先生の指導を復習

　 Ａ (237～330小節）p.9～18
　 Ｂ (411～654小節）p.21～35
　 Ｃ (655～762小節）p.35～47
○ Ｄ (795～920小節）p.50～63
12月17日まであと105日

♠ バス 38 人 15 人 39.5% 58.6 点

本日の内容
宮本先生の指導を復習

　 Ａ (237～330小節）p.9～18
　 Ｂ (411～654小節）p.21～35
　 Ｃ (655～762小節）p.35～47
○ Ｄ (795～920小節）p.50～63
12月17日まであと105日 ● 合計 166 人 105 人 63.3% 64.6 点

♫宮本先生の指導 
8月20日に行われた指導の内容です。この様子は http://bit.ly/miyamoto110820 で公開してい

ます(1時間の内容ですので、ダウンロードには少し時間がかかります)。

音、下がらない、下がらない!…

 その付近の注意…●総合・♦ソプラノ・♥アルト・♣テノール・♠バス
 その部分の注意…○総合・♢ソプラノ・♡アルト・♧テノール・♤バス
 ★…お話

http://www.horita.jp/
http://www.horita.jp/
http://bit.ly/miyamoto110820
http://bit.ly/miyamoto110820


 （ほかの部分やパートの注意でも全体に関連がありますので、読み飛ばさないように!）

○ 238 【Freu-de!】 “F”の準備が立派にできる方と同時に“Freu-”とおっしゃる方がいる。風だけ!…どう
ぞ。上の歯と下の唇をつけて“F…” 。そして爆発的に“Freu-de!”。“F” のときに日本語的に“ふ”と
いうと日本のお風呂になりますよ。風だけ! そして声になったときは“…オイデ!”なんです
よ。“フ…”なし。…しつこいでしょ。私、しつこいんですよ。“F…オイデ!”あえて間を入れる。そ
の“F…”が会場じゅうに行き渡るように腹を決めるんです。会場の一番後ろに“F…”が聞こえるよう
にですね。

● 258 【bin-den wie-der,～】 “-den”、“die”の8分音符がね、推進力を与えるんです。何かに向かってい
こうとしているから。

● 284 【Ja,～】 “Ja,”“Ja,”という掛け合いがね、もうちょっと時の声が欲しいですね。男性の“Ja,”よりも
さらに女性の“Ja,”がね、同意の“Ja,”ですよ。…“じゃー”という人、とてもいいんですけど
ね、“じゃー”が一人歩き…宮崎県は“…じゃ”がいいかもしれんけど(笑)。“ぃやー”。たまた
ま“じゃー”が入るのはいいですけどね。……受けるほう(アルト)がもっと、もっとね。これはエ
コーではないんです。“Ja,”(バス)のきっかけをとってさらに“Ja,”(アルト)ね。同意ですからね。
言った人(バス)の上(アルト)ね。……(何度か歌って)…バスの“Ja,”いいんですけど、次に出
る“Ja,”に勝とうと思わないでくださいね。今だんだんバスが競り上がってきています。勢いはい
いですから、もうちょっとセンスよく…いまうちわかかないかでブワ～って(笑)。

♥ 285 【Ja, wer auch nur～】 音程、いいですね! うれしいです!! 

○ 289 【_ wer's nie ge-】 “nie”という言葉があるでしょ。これは否定形の親分なんです。“真なる女性の
愛を勝ち得なかった人”“友人親友を持つ事ができなかった者は、この輪から立ち去れ”と言ってい
るんです。これは賛否両論あるんですよ。「第九」がこの部分があるがために嫌だという人もいる
んですよ。みんな輪になろうと言っているのに、条件付きでそれができなかった人は立ち去れと
いっているからです。だけどベートーベンはこれを信じて作ってますからね。“nie”はもっと意志
を持って“nie”とおっしゃっていただきたいと思います。

● 291 【wei-nend sich aus～】 “涙しながら立ち去れ”って言ってるんでしょ。“wei-nend”は“泣きなが
ら…”。



○ 292 【die-sem Bund.】 “…Bund.”今年の「第九」をする森口先生というのは同じ職場で話をすること
があるんですけどね、子音の扱いは原則として音価を邪魔せず、その次の空いているところで“…
d.”と言う。拍の外に入れましょうと言ってます。

● 321 【und der～】 スタッカートがありますね。ここ森口氏はこういってます。「別系統のブロックを
バッ、バッ、バッ…と置く」んだそうです。今それが繋がっている人がいらっしゃいますね。それ
と中には短い人がいます。レンガ、ブロックを置くように。……最初の4つは良かったですよ。そ
のあとだんだん甘くなってます…。

○ 411 【Lau-fet,】 “ラゥフェット…”とおっしゃる方がいますが、“ラォフェット…”です。

○ 412 【Brü-der,】 “ü”は唇は“ウ”の形をして。

○ 415 【freu-dig,】 “f…”は“風”ですよ。

○ 416 【wie ein】 “ein”は“アイン”。“アーイン”と言う人がいますよ。“ア”を言った瞬間、“イ”が追い越し
ている感じ。犬のしっぽを踏むと犬は「キャイン」といいますよね、“キャ～イン”とは言わない
(笑)。どっちかというと“イン”が勝つほうがいい。

○ 417 【Held zum_】 “ヘルトゥ”。“ヘルツ”は振動数ですよ。日本語の“タチツテト”の“ツ”ではないと思っ
てください。“タティトゥテト”の“トゥ”です。その声がないやつです。

○ 418 【Sie-gen,】 “ズィーゲン”。もう最悪なのが“ヘルツ ツム ジーゲン”です。

● 543 【Freu-de,～】 最初は4分音符1つで“Dei-ne Zau-ber bin-den wie-der,…”ですけど、次は2つ
で“Dei-ne Zau-ber”を支えていました。ここからは3つで支えているんです。そういうふうに段階
を経ていますよね。だんだん賑やかしくなりますよね。いずれはどうなるか…6つで支えるように
なるんです。二重フーガの部分ですね。最初は1つで支え、2つで支え、3つで支え、6つで支え
る…これはドラマですよね。1人で支えよう、2人で支えよう、3人で支えよう、いや6人でいこ
う…とね。だんだん重なっていく、燃えませんかココ!! うーたまらん!!という感じ(笑)。たまらん
が35年ですよ。いやぁ～ベートーベン好き!! って感じです。ここにパワーをとっておいてくださ



いね。言う事ありません…あ、言う事あった!  sf がありますね。これが“バシッ”といってる人
と、“あっそうだった…”という人がいます。あ、私が指揮でコレ(ベートーベンの写真)を指したと
きはsfをやればいいです。

● 650 【～】 ここの音、意外とシンプルなんですね。ベースの音をくださいますか…これを除けといてで
すね、“ソ”の音。そして“ミ”、“ド#” 。なにが言いたいかというと、“ラ”“ソ”“ミ”“ド#”。スケー
ターズワルツ…こっちのほうから音をとっていったほうがうまく行く場合があるんですよ。これを
ソプラノとアルトのつながりというのでいくと、なかなか決まらんのですよ。ベース“ド＃”、テ
ノール“ミ”、アルト“ソ”。そして“ソ”はオクターブ上…なんかハモってますよ(笑)。ソプラノは知
ら～ぁんふりしてていいんですよ…なんかやっとるわぁで(笑)。難しいのは先発隊が女性なんです
よ。この指揮棒、折れないんですよ(笑)心配なさらずに。心配なのは音が下がること。…何度か
やってるとハモってくるんですよ…あ～時間がねぇなぁ!…ここは…がんばってねぇ(笑)。

♥ 655 【Seid_ um--～】 “Seid”は音を包む。アルトさんたちの音色で。
● 655 【～】 (伴奏の音)6つで支えるんです。一番ややこしいところ。

♡ 753 【zelt muß_】 “muß”アルトが半音近く低い…。“違いない…どぉかな…”ってね(笑)。明るい音程
で。

♡ 758 【ein_】 この楽譜どおりにアルトは歌って結構ですよ。“ド#” 

♡ 761 【woh-】 アルトが問題だなぁ…歌っている瞬間は創造主がいるんだ…支えが問題だと思います
よ。そこはやればできますからね。

○ 761 【woh-】 ここはみなさん遅くなってますよね。遅くしない。そのままのテンポで行ってください
ね。(フェルマータは次の“-nen.”)

● 795 【Dei-ne Zauber,～】 ここはソリストが歌ってるところに割り込みですよ。

● 806 【Al--le～】 “Al--le Men-schen, al-le Men-schen, al-le Men-schen, ”の“Men-schen,”はコ
コ。“ん A ん A ん A…”(裏拍)。

★ 920 【お話し】本番の指揮者、森口先生は本番になると何か宿るんですよ。本人も気がついてないんで
すよね。トランス状態、そりゃ凄いですよ。私たち大分芸術短期大学にお招きするきっかけは、ブ
ラームスのシンフォニーのビデオだったんです。その曲のある場所にきたときの彼の顔の変容と指
揮に審査する者として引き込まれたんですよ。バッカスの神が乗り移った状態、お酒のみですけど
ね(笑)。ですから練習をお楽しみに。今日の練習、駆け足でわるかったですけどね、森口氏の練習
のときは、音楽の化身になるときがありますのでね、それをつぶさに見ておいてください。本日は
どうもありがとうございました(拍手)。

♦宮本先生の楽しいご指導でスト レスもなくなったようです。あり がとうございました。口が音につ



いていけませんでした。次回がん
ばります。
♦宮本先生、とても楽しい指導を
ありがとうございました。
♦とても楽しく練習が出来まし
た。
♦久しぶりの第九、やっぱり歌
うって気持ちいいですね!
♦宮本先生の美声にほれぼれ♡  
私は長野県長野市から4年前にこ
ちらに来ました。あの会場もス
テージも何度も目にしていまし
た。あの放送も見ていました。な
つかしかったです。もう長野では
何年も前から第九を歌う会は成り
立たなくなっていますが…。残念
です。(ミーヤ)
♦宮本先生の御指導、もしろかっ
たです。わかりやすい御指導あり
がとうございます。最初から声が
細いのか声があまりでない…けど
本番まで頑張ります。(五月（さつ
き）)
♦先生の素敵な声とユーモアあふ
れる御指導、大変勉強になりまし
た。(KuniKuni)
♦楽しい中にも緊張感があってと
ても深い練習ができたように思い
ます。またぜひ指導してくださる
といいなと思いました。(セロ弾き
のゴーシュ)
♦正面からベートーヴェン先生を
見ていると風神雷神を思い出し
た。
♦とても心打つIntr.改めて「第
九」が歌える幸福を感じた時を過
ごしました。新たな気分でこれか
らの練習に力を入れていきたいと
思います。(ｍ♪)
♦久しぶり暑さが遠のいた午前中
でした。宮本先生のお話そして
「第九」に対する高校2年生の時
から目覚めた過程、そして共有す
る喜びを感じるこの思い。私もい
つか世界が一つになる日を夢見て
歌ってますから凄く共感しまし
た。

♦夏季集中講座は本当に特した一
日でした。音符、ドイツ語と同時
におぼえるのがなかなかむずかし
かったです。宮本先生の発声のや
り方、ユニークな様でまさに大事
なやり方だと思いました。
♦宮本先生のお話を聞き、「第
九」のことについていろいろなこ
とを知ることができました。○な
ぜドイツ語で歌わなければいけな
いのか? ○唄を通して音楽を通し
て一つになる ○音楽でもって物語
が動いていく…発声・第九のご指
導、とても楽しく受けることがで
きました。宮本先生、ありがとう
ございました。
♦宮本先生のご指導、楽しく又新
鮮な気持ちで歌うことが出来まし
た。(プンちゃん)
♦宮本先生のご指導、とても楽し
かったです。
♦楽しかったです。
♦練習のたびに一つ一つと自分な
りのドアが開いてゆくのがうれし
いのですが、今日は又又いろいろ
なドアが開きました。しあわせ!!
をかみしめます。
♥初めての参加でした。とても楽
しく歌えました。家でも練習を頑
張ります。
♥長年待ち望んだ宮本先生のご指
導日です。音楽へのひたむきな情
熱、いつもお変わりなく楽しくそ
してわかりやすいレッスンです。
何事も基本であってこそが第九で
すね。大事なことを忘れがちで
す。ぜひ第2回をお願いいたしま
す。(イマ カン)
♥宮本先生の御指導、あっという
間に楽しい3時間でした。ありが
とうございました。(スピカ)
♥素晴らしい宮本先生の色々と御
指導をいただき、本当に身につき
ました。ありがとうございまし
た。(チーママ)
♥「根っこのところな何だろう。
ベートーヴェンは何を求めている
のか、音程、リズムより大事なこ

とは?」始めに投げかけられまし
た。「今より少しでもよくなる
ぞ!」という気持ちで心の動く演奏
をしたいと思います。何だか今年
は楽しみです。(KK)
♥宮本先生、大変楽しくわかりや
すいご指導、ありがとうございま
した。横隔膜を広げて風を入れる
ように…きちんと実行して、今日
より明日が少しでも上手に歌える
よう頑張ります。(KYON2)
♥すっご～く楽しい時間でした。
話の内容も人生観があって苦しい
時にも話を思い出して乗り越えて
いけそうです。音楽のドラマ、こ
んなことを考えてもなかったし、
曲と先生の解説とでなるほどと思
いました。もっと聞いていたいで
す。自然態で親しみやすかった。
(うずめ)
♥宮本先生の基本ご指導、只々感
心しました。ユーモアあふれて久
しぶりにお腹をかかえて笑い、楽
しいひとときでしたよ。(アッちゃ
ん)
♥とても楽しく、おもしろいご指
導でした。(日向キルトママ)
♥とても楽しく練習できました。
発声も楽しくできました。暗譜で
きるように頑張っていきたいと思
います。
♥宮本先生のご指導、楽しくてソ
フトで、トークに引き込まれなが
ら、まさに音楽でした。大分まで
宮本先生のおっかけをしたい程、
大ファンになりました。ますます
第九の魅力に気づかされました。
(よっち2525)
♥宮本先生、最高! 極上の楽しい
ひとときでした。(花子)
♥とても楽しかったです。あらた
めて第九っていいです。
♥今日の宮本先生の練習は、引き
込まれ楽しい練習ができ、時間が
短く感じられました。宮本先生、
ありがとうございました。(Emily)
♥宮本先生って楽しかったです。
(すずめ)



♥うわさどおりのユニークな先生
で、基本の基本を教えていただい
たようです。
♥宮本先生の発声その他すごく楽
しく、引き込まれました。大ファ
ンになりました。手足首、しっか
り動かそうーっと。(ヨッチン)
♥学生時代の先輩である宮本先生
のご指導で、とても楽しい練習で
した。背筋もピンと伸びました。
(のりちゃん)
♥宮本先生のユニークなお話でか
なりリラックスでき、楽しく歌え
そうです。
♥宮本先生のユーモアあふれる楽
しいお話し、音楽を知らない少年
時代からすばらしい音に囲まれた
明るい空に吸い込まれるような素
敵なお話に、世界の青い空を羽根
がはえて飛び回るような錯覚を覚
えた。(Hamu-Star)
♥楽しくわかりやすい練習でし
た。
♥宮本先生、遠くからおいでいた
だきまして本当にありがとうござ
いました。大変楽しく解りやすく
声出しができました。第九のその
日まで何かを見つけることが出来
たらいいなーと思い続けたいと思
います。
♥久しぶりに出席しました。声が
出ない!! 反省。あと4カ月しかな
い。頑張ります。(Miko)
♥素晴らしい映像を見せていただ
き感動しました。第九の根っこの
部分…をホントに感じさせていた
だきました。詩を改めて読みたい
と思いました。

♥宮本先生の指導に時間を忘れ
て、まさに音を楽しむ授業でし
た。声の出し方をあらためて実感
しました。本当に良かったです。
♥第九にかける思いがますます深
くなり、とても楽しくなりまし
た。
♥宮本先生のご指導、楽しく第九
の心意気を教えていただきまし
た。歌う喜びを皆様と共有し、精
進していきたいという思いにから
れました。
♣宮本先生の指導、とても面白い
中に説得力があり、有意義であっ
た。
♣宮本先生のお話は達人、すばら

しい。
♣導入のお話し、声出し、そして
御指導。とてもとてもユニークで
楽しんで練習をさせて頂きまし
た。もう一度、お会いしたいで
す。(Moo56)
♣宮本先生、ありがとうございま
した。リラックスさせながら、あ
るときは笑わせながら…ゆかいに
練習させていただきました。(ヒ
ロー)
♣宮本先生、吉本以上! 素晴らし
い一日でした。
♣おなかの底から笑わせてもらい
ました。第九の楽しさがまたひと
つ分かったような気がします。
♣ビデオ制作の皆様、おはぎ、あ
りがとうございました。(ねこふん
じゃった)
♣宮本先生、愉快な方でした。歌
はそれぞれの思いを響かせること
が大切なのですね。声帯を駆使し

ない発声法もユニークでした。第
九は壮大なドラマなのですね。気
持ちを込めて歌わねば。本番では
奇跡の歌声を披露しましょう。
♣本日はありがとうございます。
楽しく練習ができました。
♣星のむこうにいらっしゃる主の
もとに全世界皆兄弟ひとつになろ
うと、心をもってと、歌のテク
ニックはできにくくても心、心、
からだづくりも…宮本先生の情熱
のこもったお話に感じました。練
習をつづけましょう。(マッチャ
ン)
♣情熱あふれる宮本先生のご指
導、大変勉強になりました。遠方
のところご苦労さまでした。
(Ryo)
♣宮本先生、ありがとうございま
した。(K.C.)
♠まだまだ稽古が足りないので、
努力しようと思います。
♠発声法がついて行けなかった。
つぼをつかんだ適確な指導であっ
た。
♠大分第九の宮本先生の指導、楽
しい指導ありがとうございまし
た。(ソルトビーチ)
♠初めて聞くお話で、大変楽した
時間でした。第九の成り立ちもわ
かり役に立ちました。(Tyuu)
♠第九の練習に熱がこもって、幻
想曲は…この次のご指導を期待し
つつ…(砂糖大根農家)
♠すばらしい御指導、ありがとう
ございました。楽しく歌えそうな
気持ちになりました。(がんばる
ぞー)

●編集後記     次回は9月24日(土)13:30～16:30
前回はとても盛り上がった宮本先生のご指導でした。久しぶりの文字起こし作業でしたが、内容を整理す

る楽譜データベースの改善を行い少々能率を上げました。ビデオもこれまでテープだったものが、今回から
メモリー記録になったため、冒頭にも書きましたが、新たな試みとしてその内容をWebにアップしてありま
す。その1時間の長さで大きなファイル、SDカードに保存したものも貸し出したいと思います。ファイル形
式はiTunesで読むことができますので、ご自宅のパソコンにiTunesが入っている場合は、iPodやiPhoneに
転送して持ち出して復習することもできます。提供ご希望の方は私までお申し付けください。
【munenori@horita.jp】
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